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団体交渉申入れ書 

 

 日頃より福井大学の教育と研究の発展にご尽力されておりますことに対し、心から敬意

を表します。 

 さて、『文京・松岡地区の自動車による入構の有料化及び松岡地区のカーゲート導入につ

いて（案）』については、12 月 16 日に第一回目の団体交渉を行い、その後も 1 月 8 日と 2

月 3日に担当者から修正点等について説明を受けました。これらのご対応には感謝します。

とくに、時期尚早といえる 4月からの有料化実施を見送られたことには賛同いたします。 

 しかし、現状の案においても依然として問題点は多く、納得できる回答が得られていな

い疑問点は数多く残ったままです。受益者負担を理由とする自動車による入構の有料化（案）

は撤回されるよう改めて求めますが、以下の１～5 の事項には依然として不明な点があり、

団体交渉を行うことを求めます。 

 

 

記 

 

 １．入構料金と区分について 

当初の案からの変更点として、部局ごとに無料券を配布することや非常勤講師の入構

（駐車）を無料とすることなどが示されました。しかし、利用者の利便性を損なわな

いためには、短時間の入構（駐車）は無料とすべきことなど、入構料金と利用者の区

分をさらに見直すことが必要不可欠だと考えます。  

 

 ２．得られる財源とその使途について 

現状の案では、得られる財源の使途として、除雪費、道路舗装費、植込みの剪定費な

ど、従来は他の予算枠から支出されている経費が多々予定される一方で、駐車場増設

については文京地区で約 60台分の駐車枠を増やすことが計画されているにすぎず、依

然として適切な支出計画とはみなせません。もっと小規模な財源でも実施可能な計画

へと修正することも検討するなど、予算規模と使途の再検討を望みます。 

 



 ３．駐車場問題解決のためのプランづくりについて 

上記２の使途に顕れているように、現状の案は、依然として駐車場の絶対的不足とい

う根本的な課題を中長期的に解決するビジョンに欠けた不適切な案でしかありません。

これまでに多数の反対意見が出ていることも踏まえ、駐車場問題の解決策を検討する

手順や方法、委員会等の場について、従来よりも風通しの良い体制を再構築すること

を提案します。また、解決策についてのアイデアは学内からも広く募るべきです。 

 

 ４．文京・松岡地区の入構有料化を同時期に実施することについて 

附属病院の外来患者・家族向けのカーゲート導入等の措置は賛同できますが、教職員

や学生、一般来学者に対する有料化措置を、文京・松岡両地区で同時期に開始しなけ

ればならない理由は理解できません。両地区の駐車場問題は性格が異なり、適切な解

決策も異なると考えられるため、両地区での入構有料化について、同時期の開始や同

一方式での課金等を前提としないかたちで検討・交渉することを求めます。 

 

 ５．通勤手当の支給との整合性 

前回 11 月 26 日付の申入れ書に記したとおりですが、通勤手当の支給と入構料徴収の

整合性について納得できる理由は示されていません。入構料徴収に見合うよう利便性

を向上させるのであればその内容が示されるべきであり、入構料を払いながらも駐車

できないような事態が仮にも生じる余地が残っているとすればとうてい有料化を認め

ることはできません。 

 

 

以上 


